
平成12年5月発行　（8）

く
ま
も
と
の

希
少
な
草
花
た
ち

春
は
草
花
の
萌
（
も
）
え
出
す
季
節
で
す
。

し
か
し
、
可
憐
（
か
れ
ん
）
な
姿
で
私
た
ち
の

目
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
草
花
の
中
に
も
、

絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
種
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
「
く
ま
も
と
の
希
少
（
き
し

ょ
う
）
な
草
花
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

●
生
活
文
化
を
形
作
っ
て
き
た
草
花

雪
の
中
か
ら
可
憐
な
黄
色
い
花
を
咲
か

せ
、
一
足
先
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
フ
ク
ジ

ュ
ゾ
ウ
。
ひ
と
気
の
絶
え
た
林
の
中
に
ひ
っ

そ
り
と
た
た
ず
む
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
。
お
盆
な
ど

に
墓
前
に
供
え
ら
れ
て
き
た
ヒ
ゴ
タ
イ
。

か
つ
て
、
県
内
の
各
地
域
で
は
、
季
節
を

彩
る
地
域
特
有
の
野
生
の
草
花
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
は
、
人
々
の
生
活

に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
生
活
文
化

の
一
端
を
形
作
っ
て
き
ま
し
た
。

●
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
植
物

し
か
し
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
熊
本
県
で
も
、
開
発
行

為
や
生
育
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
野
生
植
物
の
数
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
自
然
志
向

の
高
ま
り
と
と
も
に
、
心
な
い
行

動
を
と
る
人
の
た
め
に
野
生
の
草
花
が
踏
み

に
じ
ら
れ
た
り
、
採
取
・
盗
掘
さ
れ
る
例
も

増
え
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
も
の
も
次
第
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、
希
少
な
野
生
植
物
を
守
る

た
め
、
平
成
九
年
、
絶
滅
の
恐
れ
や
保
護
の

必
要
の
あ
る
県
内
の
野
生
植
物
を
「
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
く
ま
も
と
」
と
い
う
本
に
取

り
ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

県
内
の
野
生
植
物
の
三
割
に
の
ぼ
る
六
九
三

種
が
保
護
の
必
要
な
種
と
し
て
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
く
ま
も
と
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
へ

県
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
自
生
す
る
多
様

な
野
の
花
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
育
（
は
ぐ
く
）

ん
で
く
れ
た
豊
か
な
自
然
の
証
　
（
あ
か
し
）

で
あ
り
、
私
た
ち
の
自
然
を
守
る
心
の
証
で

も
あ
る
の
で
す
。
く
ま
も
と
の
野
の
花
を
大

切
に
ま
も
り
ま
し
よ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
は
、

次
の
世
代
の
た
め
に
く
ま
も
と
の
自
然
を
財

産
と
し
て
残
す
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

新しい教育への取り組みを目指して
楽しい英語活動と多彩な選択教科

平成14年度からの完全学校週5日制の実施に伴い、学習

内容が大幅に変わり、学校ではその対応が急がれています。

そこで私は、英語活動に取り組む七城小学校と多彩な選択

教科のある松橋中学校に行ってきました。

七城小学校では、とにかく子どもたちが明るくて元気な

ことに嬉しくなりました。学校内が賑やかで、一人ひとりの

表情が明るいのです。この学校では、平成9年度から11年

度にかけて文部省の研究開発校（新しい教育課程、指導方法

を開発できる学校）に指定され、英語を取り入れた活動に取

り組んでいました。この日は、ゲームや表現活動を中心と

した英語に触れ楽しむ活動で、どの子も明るく元気でおも

しろくてたまらない様子でした。体を使った表現やコミュ

ニケーションの仕方を外国人の先生と楽しみながら学んで

いるようでした。

また、先生自ら英語の活動を楽しみながら研修を深め、

その在り方を工夫されていました。このように英語活動を

中心にすえた学校の特色が見られました。

一方、松橋中学校では、「自主的に学び、

生きる力を身につけた生徒の育成を目指し

て」という研究主題の中で、生徒一人ひと

りの個性を生かして自ら学ぼうとする心を

育てています。選択教科は、自分の興味・

関心に応じ選んだいろいろな課題（松橋中

学校では100以上）について、自らすす

んで意欲を持って取り組む新しい学習のス

タイルです。ギターや琴、コンピューター、

グラウンドゴルフ、手話、菊づ

くりなど内容も実にバラエティ

ーに富んでいます。校長先生は、

選択教科をバイキング料理にた

とえて説明されました。つまり自

分がやる気があるものを好きな

だけ自分のペースで活動すると

いうことです。この日の生徒たちの元気のよいあいさつやの

びのびした様子は、この「選択

教科」の充実を物語っているよ

うでした。

くまもと女性特派員

青山正美さん
（中央町）

松橋中学校、小森校長

知
事
へ
の
直
行
便

公
共
施
設
な
ど
に
専
用
の
封
筒
と
便
せ
ん
を
置
い
て
い
ま

す
。
県
政
へ
の
ご
提
案
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー

二
百
名
の
方
々
に
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

県
民
相
談

県
政
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

月
～
金
曜
日
、
九
時
～
一
二
時
　
一
三
時
～
一
六
時
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動
く
県
政
教
室
（
県
政
バ
ス
）

応
募
に
よ
り
県
の
施
設
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

「
県
か
ら
の
た
よ
り
」
年
六
回
発
行
（
奇
数
月
）

「
彩
り
」
A
4
判
・
2
8
ペ
ー
ジ
年
四
回
発
行

お
申
し
込
み
は
、
千
八
十
円
分
（
四
回
分
の
送
料
）

の
郵
便
切
手
を
同
封
の
う
え
、
左
記
ま
で
。

「
点
字
広
報
誌
」

「
県
か
ら
の
た
よ
り
」
「
彩
り
」
の
点
字
版
、
録
音
版
。

詳
し
く
は
、
次
ま
で
。

熊
本
県
点
字
図
書
館
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R
K
K
「
月
刊
く
ま
も
と
情
報
」

毎
月
最
終
日
曜
日
と
月
曜
日

T
K
U
「
く
ま
も
と
探
県
隊
」

毎
週
土
曜
日
一
七
時
五
五
分
～
一
八
時

K
K
T
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！
熊
本
」

年
間
一
〇
本
（
三
〇
分
一
〇
本
）

K
A
B
「
く
ま
も
と
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
」

毎
週
日
曜
日
一
七
時
二
五
分
～
三
〇
分

R
K
K
「
ふ
れ
あ
い
く
ま
も
と
」

毎
週
月
～
土
曜
日
一
〇
時
二
五
分
～
三
〇
分

F
M
K
「
県
庁
ダ
イ
ア
リ
ー
」

毎
週
月
～
金
曜
日
　
七
時
三
〇
分
～
三
六
分

N
T
T
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

「
県
庁
だ
よ
り
」
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電
話
で
テ
レ
ビ
広
報
番
組
を
紹
介
し
ま
す
。

http：／／www．kings．co．jp／kumamoto－Pref／

「県からのたより」への
ご意見をお待ちしています。

あて先

〒862－8570
熊本県広報課

「県からのたより」係
※県庁の住所は不要です。

℡　096－385－2096
FAX096－386－2040

フクジュソウ

ヒコタイ

松橋中学校、「選択音楽・琴」での風景七城小学校、英語を取り入れた活動の様子

七城小学校、研究の説明をされた草野先
生と青山さん

ハナシノブ

県
広
報
の
ご
案
内

県
広
聴
制
度
の
ご
案
内

くまもと
女性特派員
レポート 

く
ま
も
と
物
語

電話 ラジオ テレビ 広報誌


